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地方自治体印!鑑登録証明システムへのイメージ
処理の適用
AppIYinglmage Data Processing to SealRegistration and Certification

for LocalSelf-Governing Bodies

心区町村の重要な窓[__I業プ株の一つである印う濫の資長夫役び滋[明は,窓【Iでの全取扱

いデータ量の40%以Lを占めるほどのものがあり､行政一事務の総合的OA化動向のな

かで,コンビュ【タニーズか急激に高まりつつある｡一方,印i濫処理で必唄となる

印三貴きのイメ【ジ処王聖技術の開発と製品化が進み,既に現在いくつかの自ifi体でコン

ヒュータシステムの開発が進めご)れている｡

この論‾丈では,印鑑常緑証明業務の慨安とコンヒュ一夕化のニーズについてまず

説明する｡ニ欠に､現在検討している新しい印鑑システム及びそれを実現する端末装

荷と業務用ソフトウェアについて述べ,最後に今後の地方自if?体でのコンヒュー1タ

利用の動向を明らかにする｡

u 緒 言

地プブ日汁丁体(市区町村)でのコンヒュー一夕利用は,や人的期

の税務,八草給与,統計といった大妄言ニバッチ処理が---一段活し､

仕尺票を対象とLた住比情報システム開発へと進んでいるしJ

このような動向のなかで,以前から機械化ニーズはあった

ものの,それを実現するノ＼-ドゥェア,ソフトウエアに通子ナ

したものがなく具体化に至らなかった印鑑登録証l】月システム

へのl一対心とコンピュータ化の動きか,イ メージ処理システム

の製品化と機を同じく してて芹Lいものになってきた.′)二れは,

従来の片仮名,i焚字といった文字情報から[I柑壬というイメM

ソテータ処理の新しい分町になる｡

このシステムはOCR(光学文くjT:読取り装i琵)托術を使った印

影入力装置と､レーザビームフL■リン夕方式によるページプリ

ンタを過用して,印鑑の登鎚(印呈;幸三マスタ作成)から印鑑驚錨

証明再発行までの一連の業務を行なう ものである.｡

B 印鑑登鐘証明システム開発の背景

2.1 印鑑登毒喜証明業務の概要

(1)業務f耽要

印鑑言正川j業務は,市区町村の二事務とLて長し､ゞfi‾_中二をもち,

硯ノー三中心的な窓[]業務となっている｡

印鑑の記録及び証明制度は,印鑑警報証明書を‾丈吾に音素付

することによって,その丈繋が兵正なものであること,すな

わち本人の同一性と本人の意思を確認する手段とLて健闘さ

れる｡

地方日子≠i休での印う濫召:鈷+事務は,住上モからの申請に礁づい

た澄細事務(印鑑登録票の作成)及び印鑑登録証明寓の発行(印

鑑常緑票の写しの作成)で構成される.ゝ､

(2)十事務の一基本的流れ

印5濫登録車務は,図1に示すように住上亡からの申請を′受け,

登錨資格,印鑑の材宮守などの審_在を行なった後,印う濫常緑票

(原票)を記票し保管する｡仕上亡に対しては,印鑑諜線.証(カー

ド)を発行する｡

一‾方,印鑑証明書発行事務は,交付申請書と貢茫銀白[を′受け
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付け,巾請書と悦票との内容を耶合Lたのち授ニケをとり,認

肺印を押E】jLて印鑑登鎚証明書として発行する.っ

2.2 システム開発のニーズ

印鑑登釣摘三明吉事務グ)機械化は,昭和50年代に入り,本庁

と汁り良†叶の周にファクシミリを呼人する自ifT体が急咋きしてき

た.〕しかし,二の方式では仕上セサービスの向_とは図れたもの

の窓口事務の効率化への芹献は少なかった｡

二のような北i比にあって,印鑑システムへのコンヒュMタ

のイ メージ処理過片トプ)ニーズは以下のノ.与二に要約される｡
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図l 印竜監登録証明事務のラ充れ 即題登録及び証明書事務の基本的流

れを示す｡

*日立製作所ソフトウェア工場 **日立コンヒューータコンサルタント株式会社 ***口立製作所コンピュータ事業本部
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(1)単純事務作業の削i成

原票の作成,管理,証叩吉発行の一連ク)事務での単純事務,

すなわち住所,氏名などの原票への転記,原票摘出,照合,

コピーといった事務を削i械するし〕

(2)住上亡記録システムとの連結によるテ∴タ処稗の重複の排除

住民記紬グ)機1城化が進展Lている現在,同じ住比を対象と

Lて,同一の氏名､住所､牛午†‾j【+,性別を取り扱う印鑑原

票との連結は,データ援録,管理の亀戸変をなくすL｡

(3)取j及し､件数が多い〔〕

印≦濫証叩]は､市区町村の窓l_1で発行する計l判一書の40%以_L

を1一与め,しかも,取扱い件数は今後も増大する傾向か見込ま

れる｡

B 印鑑登録証明システムの概要

3.1 システム概要

イメージ処理技術によるコンヒューータ処理システムを+壇ノーrヲ

Lた印鑑登鎚址【明システムは,区12にホすように自i≠i体の窓

口では,仕上七の巾講を′受けると端末ビテ∵オ装置を佐伯L,該

当‾者を問い合わせ,資格の確認を取る.､

印鑑豊紬の場合であれば,印妄i‡う人力袋帯を使開Lて印呈;をヱを

入力L,データベースにて呆蝕する=.証l什器の発行であれば,

/--ソブリンタから印∃濫督釦拍[明菖を発行する.､

二のE｢j]濫脊鎚.証明システムでは,ニ欠に述べる業麟がある._､

(1)印∃濫脊鎚

(2)仁｢j鑑登鎚畠上明吉発行

(3)廃印

また,本システムは,仕上亡情報のサブシステムとして動作

O
n
〓
皿
鯛

On〓仙

区12
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L,イ主上く記紬システムと連結を取る｡印;責き以外のデータ(印鑑

誉紬年十i[],氏名,件別,住所など)は､仕上亡情報データベー

スから耳丈り込む｡二れにより効率の良いシステムを実現して

いるL､

3.2 特 長

印妄監登朱結正明システムの持氏を次に述べる｡

(1)印呈;を壬の血接入力

人力装i削ま,印第三チータと印1濫発紬番号(OCR‾丈ヰニ)を同時

に読み取る機能がある｡二のため､印鑑登録証明システムの

チータベーー1ス情報では､【三l描三千一夕と印∃濫発鎚番号の整でナ竹三

かl切れる.‥

(2)オンライ ンによる印鑑三菱錨証明書の発行

印主音ヱと＼丈′j一二を計明書の書式に編集して出力できるように､

出ノJ装置としてへ-ジフリンタを採用する｡ページフL‾■リンタ

は`f■E-fノ/j二央方式で印;;‡壬人力装置と同一解像度であり,システ

ムグ)ヤた台､作が保たれる｡

(3)唱し柴作成時グ〕転記車荷主-t車軸k

憤柴作成時,原票/＼の記成一1主項は,すべて端末装置に出力

される-ノ ニれにより,記･械単二唄の転記事務追が中即戎される｡

(4)仕1亡記紬システムとク)連動

印∃濫て組長.肘非才吉には､印旨キうデータグ)はか,氏れ

仕1叶などかコンヒュー一夕システムか⊥■〕‖リブされる｡

チータは.作1亡帖軸データベースを使用するため,

加三叫1書手の_il二碓什か保たれる｡

3.3 システム実現のソフトウェア

印∃濫て真如.ii[叩]システムは,VOSl.′/ES(Virtual
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印鑑登録証明システム コンピュータ処理による印鑑登録及び証明書発行の基本的な流れを示す｡



表I HITOPトAのソフトウェア HlTOPIA,HlTOPIA′3は,ア70リカブ

ルプログラムプロダクト日本語住民情妻板の名称であり,HITOPIAはVOSl.ノノES

下で,HITOPIA∫′ノ3はVOS3下で稼動する｡

項蕃 区 分 HITOPIA H】TOPIAノ′ノ3 備 考

l OS
VOSし′ES,VOSl,

VOSl-S
VOS3

2 DB′′DC
PDMl王′CUTE2,

PDM./CUTE
ADM

3 通信管理 BTAM BTAM′′■vTAM

4 音 量五
NHELP 拡張COBO+

5 テーブルウエア
姓名辞書 ■姓名辞書 姓名片仮名漢字変換用

漢字住所マスタ 漢字住所マスタ 住所片仮名漢字変換用

6 そ の 他

CGDM

×MAP

×MAP/PPR

CG[)M

KAPS

FOG

)主:日落語説明
HITOPIA(H】taC11L Tota】People'sl■1forrTlat■OrlSy引em for At･tn■1(‾-･¶Y)

OS(OperatlFlg SYSte†Tl)

DB′DC(Data Base′′Data Comm川1】Cation)
VOS卜ES(Vlrtし+alstorage Operat】11g Systcl¶lExl引1〔】e〔】Syste川)

VOS3(Vlrtualstoragc Opera川1g Systel¶3)
PDM【1(Pra(〕tlCalData ManagerIり

CUTEIl(Cl+StOmer-s TermlrlalEquLPrn(州Sし▲PPOrt Pro〔〕ra汀11】)

ADM(Adaptab【e Data Mana〔】er)

BTAM(B∂SIC Te】econlr¶un】Cat10nS Acccss Method)
VTAM(VlrtUalTelecomnlu11】Cat10nS Access Method)

NHEJP(Ne＼～ H】taChlEffectlVe L心rary fnr Proqral¶mln臼)

COBOL(Co什1T¶0n BしJSlr■1eSS OrFe11ted La叩し+叩e)

CGDM(Character･′Gra【)hlC DISP】ay Ma11a9er)
×MAP(Extended Mappl叩Alds)
×MAP PPR(×MAP′p叩e Prl11ter)

KAPS(Kan‥ Proccsslng utlllty Syste111)

FOG(Forms Overlay GerleratOr)

ローカル接続

チャネル直結

⊂)l
ホストコンピュータ

…ヂ≧空lませチセデモ軍+

注:略語説明(9モデム

ターミナル

コント山一ラ

星田騒
最大16台

リモート接続

通信回線

⊂〕l

M M

⊂)1

ターミナル

コントロ=ラ

騙
H汀ACT-560/20+システム構成

最大16台

ビデオデータターミナル

熟語タブレット

ターミナルコントローラ

モデム
MP)〈

CA/
MXA

｢‾｢

lこ,l
l l
+ ヒ.一

TA

〔::⊃

漢字プリンタ

(水平インサータ付)

4本×4台
最大16台

ターミナルコントローラ

拡張機構

注:略語説明 最大4台

ページ70リンタ

印影言売取り装置

TA(ターミナルアダプタ) MXA(チャネルアダプタ)
CA(コミュニケーションアダプタ)MPX(マルチプレクサチャネル)

｢

ライトペン

磁気カートリーダ

OCRハンドリーグ

ビデオデータ

ターミナル

国

最大4台

図3 端末構成 印鑑登錨証明システムを実現するための端末ハードウエ

ア構成を示す｡

地方自治体印鑑登録証明システムヘのイメージ処理の適用 577

しており,OS〔Operating System)別のソフトウェアを表1

にホすし､

【】 端末構成とHITOPIA

4.1端末装置の構成

本システムでの端末装甚のホストコンビューータとの接続方

式には,ローカ′し(チャネル)接続とりモートルl鶴=接続の2

ノノJ℃かある〕

例えば,ホストコンヒュ一夕が設措きれている本り:の窓口

はロ=カル接続で,土†叶･71_川主所はりモ=卜才妾続で伸用する

ことができる｡

図3に端末構成をホす`｢

4.2 端末装置の概要

一次にJ端末装置♂)概安を表2にホす._)

表2 端末装置の概要 端末装置の仕様を示す｡

(a)ビデオデータターミナル(フロッピーディスク付)

表 示 文 字 数
漢字960字(40字X24行)

英･数字.仮名l.920字(80字×24行)

Ⅰ5mモノクロームC R T サ イ ズ

表 示 色 緑

書 体 明朝体

漢字24ニ㌧24ドット
文 字 構 成

英･数字,仮名IZ〉く24ドット

表示文字種

表示機能

漢字約8.000種,英･数字,仮名12了種

罫線機能.リバース機合L

ブリンク機能,高輝度表示機能.

拡大文字表示横能

キ 【 ボ ー ド

●熟語タブレット

●漢字キ【ボード

(し､ずれか一つを選択) ●タイプライタ形キーボード

.●整配列形キーボード

LMバイト両面倍密度フロツピーディスク

(ファイル転送でホストコンピュータと送受信)

=〕)ページプリンタ

印 字 方 式 電子写真方式

印 字 速 度 平均6枚′■分(ローカル).平均3枚.∴分(リモート4.800bps)

漢字32×32ドット(9ポ),24×Z4ドット(7ポ)
文字構成･文字サイズ

英･数字,仮名16二く3Zトソト(9ポ半角).12〉く24ドット(7ポ半角)

拡 大 印 字
l横2倍･縦2胤紙･横2借

書 体

行 間 隔

明朝体

輔叫 輔ln

印 字 文 字 種
漢字約8.000種
美･数字,仮名ほ了種

印 影 印 字 印影印字位置指定

線 密 度 9.4本･ノmm(240トソト′′】∩)

用 紙
サ イ ズ B4,A4,B5,A5

連 量 55kg(指定紙)

(c)印影読取り装置

読 取 り 方 式 l枚言禿み･スタック読み

印 影 色

走 査 密 度

朱肉･黒スタンブ(銘柄指定)

9.4本.mm(Z40ドット′′m)

喜売 取 り 文 字 種 最大82字ノ行(活字)最大49字′′′行(手書き)

読 取 り 文 字 種

基本機構 数字(手書き.活字)

拡張機構 英字･記号･仮名(手書き)

英字･記号(活字)

読 取 り 速 度 皐高8枚ノ/舟

読 取 り モ ー ド
印影読取りモ】ド(文字と印影の同時読取り)

OCRモード

用 紙 寸 法 連 景
74×52-､-305×257mm(縦×横)
55､123kg

ドロップアウトカラー 青色系(朱肉印影),赤～青色系(黒スタンプ印影)

ホッパ･スタッカ容量 約300枚
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崖
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辺. 琴浄ト

書l毛l

印 影

データベース

印寒登鋳番号

印 影

印影読取り装置

図4 印篭監登実録証明システム(印名監登録) 登鑓原票を印影読取り装置に入力すれば,印影の登録が完了する｡

手帳又はカード

∈≡ヨー
ページ70リンク

も

軒

印鑑登録証明書

印鑑童i章票
几

わ

l

l】､†人郎

如勺l†りじ田+4】11
11IltJ州=川=4=

川 毘
†i

叫

3爵7り lく㌢i_たf=川

垂1.
史l勺】!1

.UJく57】ト2=2‖】

東仰†J l慢1卜1J=l

良作山 叩 1Il【i

上記は.本市に登録された印鑑登録票の謄本であることを証明する｡

町i如57勺-2II24‖

南北県東西市最 大森一郎

ターミナルコントローラ

lサ

叫キミ謂

上司5 印鑑豊実緑証明システム(証明書発行) ページプリンタから印鑑登喜責証明書を出力する.⊃

4.3 HITOPIAとの連結

印童濫登紬証明システムは,APP(アプリ カブルプログラム

フロダク ト)である日本語イ主比情手技システムHITOPIA,

HITOPIA/3に.よって上才芸きれる.｡

HITOPIAは,仕1亡濃本千丁帳とその関連情報の円本語によ

るシステム化を実現するソフトウエアであり,支揺するサブ'■

システムの一つとして印鑑_告錨証叫システムが存/l二■･う､る.1

図4,5はそれぞれ印鑑登鎚,印云濫証明苔発行処理ク)概要

をホしたものであり,HITOPIAによって実･呪が可能:である.っ

切 結 言

地‾方白子fr体でのコンヒュータ利用は,かっての大都市中心

から比較的人口規模の小さいユーーーサー同へと推稚しているJ

しかも,コンヒュータの使い‾打としては,税計算の･一一括太宗
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処月ミトべ･ソナ処J聖)からオンライ ン処増指向′＼と食わってきて

いる_.

ニグ)ような動向にあって,イメージチータ処理システムに

よる印壬濫ヱ至紬証11月システムの開発は,二れまでとは全く異な

る新しいコンヒュータ適用業務の拡人という観点からも意義

深いものといえる｡

特に地方自i≠i体でも,行政事務の総合的OA(Office Auto-

mation)化の必要性が叫ばれている析,コンビュ【タによる印

鑑登紬証明システムは,窓H事務の省力化と住民サービスの

l｢り卜にて寄与するものである｡
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